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1　 は じめ に

　 70 年代後 半か ら始 ま っ た コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン方略 （以 ドCS ）の 研究は、 80 年代に

フ ロ ダク ト中心の 研究 と プ ロ セス 中心の研究 と い う異な る研究理 論に枝分か れ し 、今日に

至 っ て い る。しか し Ellis（1994）の 指摘する とお り、いずれの研究方法で もその 実証的研究

は圧 倒的に第 2 言語 学習者の 語彙の 問題 に集中 して 行われ てきた 。 特に Njmegen 　Project

（e ．g ．，POulissc　1989）に 代表 される ブ ロセ ス中心の 研究で は母語話者と学習者の 問題解決の

方法は認知処理 的には ほぼ同 じとする考え が主流とな り、Bialystok（1990） のよ うに学習

者も母語話者 もま っ た く同等に見 な し、外国語教育には CS を導入する必 要はな い とする

強く主張す る研究者も出て きた 。

　しか し、プ ロ セス中心 の研究者の 主張は 、話者個人が語彙レ ベ ル の 問題 を い か に処理 す

るか とい う観点か らの み なされ た もの で あ り、こ れ は実際 の 言語使用 の CS 使用 を極度 に

単純化 した考 え方で あ る と言え る 。本硬究発表は 、こ う した単純化 された CS 研 究は学習

者の 言語使用 の 本質的な 問題 を覆い 隠 して しまうも の で ある と い う立場か ら、次の 3点を

中心 に して 行 うこ と に して い る。

（1 ） CS の 実証的研究が語彙の 問題 を中心に して きたの は方略的能力 （strategic 　compe −

　　　tence） を過小評価 して きた結果で あ り、Canale ＆ Swain （1980） 及 び Canale

　　　（i983）の COmmunlcative　Cornpetenceを再評価し、方略的能 力と CS の 関係を明

　　　確にする必要 が ある。

（2）Bialystok（1990＞が、　 problematicity 、　 consciouness 、　 intentionalityの 3 つ は CS

　　　の 基準にな らない としたの は、単に語彙 レベ ル の認知処理 だけ に こだわ っ た か らで あ

　　　り、語彙 レベ ル以 ．ヒで使用 される CS には こ れ らの 基準が 必要で あ る。

（3 ）実際の イ ンター
ラ クシ ョ ン hでは 、語彙レ ベ ル以上 の CS が話者の 問題意 識を伴 っ

　　　て 使用 され てお り、そ の CS の 種類や CS を使用する理由を知る こ とこ そ 外国語教育

　　　に と っ て必要な こ とで あ る。こ の 立場か らすれば、CS 不要とする プロ セ ス 中心 の 研

　　　究者の 主張は容認す る こ とはで きな い。

　発表 は、発表 者が ミ ネ ソ タ大学在 外研究 中 （平成 9 年 12 月 〜 平成 10 年 3 月 ） に

referentiai 　cc）mmunicatlon 、及び retrospective 　verbal 　report の 方法で収集 したデー
タ

に基づ い て 進 め る 。また、こ の 実験で は 、オー
ラ ルデ

ー
タ を直接 コ ン ピ ュ

ー
タで 録音 し分

析す る ソ フ トを開発して 行 っ た の で 、こ の ソ フ トの使用方法に つ い て も紹介する こ とに し

て い る。発 表の 概要は次 の 通 りで ある。

II　 90 年代ま で の CS の 実 証的研 究

　　プ ロ ダク ト、ブ ［コセ ス い ずれ の CS 研究で も語 彙問題 に限定 されて行われ た こ とを検
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　証する ため、それ らの研 究内容 （データの 収集 方法、対 象学習者、タス クの種 類）及び

　主な結果につ い て 概観する。

III　 90 年代 の CS 研 究

　　 90 年 代に 入 り 、 CS 研 究は語 彙 レ ベ ル以 ヒの CS を 対 象 と し て grammatieal 、

　s⊂）ciolinguistic 、　 pragmatic 、
　 discOurse　 等の レベ ル で も行わ れる ように な っ て きた。

　（e．g．，Kasper　and 　Kellcrman 　1997）これ らの 研究を概観 し 、 それ らの 特徴 につ い て検討

　する e

IV　方 略的能 力 と コ ミ ュ ニ ケ… シ ョ ン方 略

　　Bachman （1990）の Cc冫mmunicative 　Language　Abilityに示され た方略的能力を引用

　 しなが ら，こ の 理 論モ デルが 語彙 レベ ル 以 上の CS 研究の必 要性 を説明 する の に有効で

　 ある こ とに つ い て 考察 した結果 を述 べ る。

V 　イ ンター一
ラ ク シ ョ ン Iilで 使用 され る CS

　　実験方法及び research （1uestions に つ いて は次の通 り。

　 ［実験方法］

　 ・被験者　それぞれ 5組 の NS −NS 、　 advanccd 　NNS −NS 、　 advancecl 　NNS −NNS

　 ・タス ク　図形 、写真、抽 象的な絵そ れぞれ 12 枚を使っ た picture　descrlptic⊃n による

　 　 referential 　Cに）mmUnicatic ）n

　
・

コ ンヒ ュ
…

タに よる 音声録音及び ビデオ収録。タス ク終
一
r後 retrospec τive　intervie、丶’

　　を実施 。

　［Research 　QuestiQns］

　 1 英語母 語話者及び学習者が イン タ
ー

ラ クシ ョ ン しなが らタス ク を行う の に、問題意識

　　に どの 程度の 違い があるか 。 また、イ ンター
ラク シ ョ ン上 どの ような CS が使われ て い

　　るか 。

　 2　タ ス クを行う際にイ ンタ
ー

ラクシ ョ ン上で 使われ る CS に お い て 、母語 話者同 士の

　　場 合と、母語話者 と学習者、ある い は学習者同士 の 場合で は 、質的違い ある い は使用頻

　　度上 の違 い があるか。
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